
例えば・・・
障がいのある人が行事などに参

加しやすいよう、手話の活用や

座席の工夫などを行う。

　この法律は、行政機関や民間事業者による「障がいを理
由とする差別」の禁止や、社会の中にあるさまざまなバリ
アを取り除く「合理的配慮を行うこと」を求める内容となっ
ており、すべての人が障がいの有無によって分け隔てられ
ることなく、共生する社会づくりを目指すものです。
【問い合わせ】
　町保健福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222

障がい者差
さ べ つ か い し ょ う ほ う

別解消法を
知っていますか？

今年4月に「障がいを理由とする差別の解消に
関する法律」が施行されました

例えば・・・
お店に入ろうとしたら、介助

者がいないことが理由で断ら

れた。

例えば・・・
アパートを借りようとしたら、

障がいがあることが理由で貸し

てくれなかった。

例えば・・・
聴覚に障がいがある人のため

に、筆談などで伝える工夫を

する。

◎なくそう！
　障がいを理由とする不当な差別の禁止

◎心配りを！
　合理的配慮を行うように努める

　正当な理由なく、障がいがあるということで、サー

ビスの提供を拒否したり、制限したり、また障がいの

ない人には付けない条件を付けたりすることは、不当

な差別的取り扱いとなります。

　障がいのある人にとってバリアとなる部分（社会的

障
しょうへき

壁）を取り除くために、困っていることに対して、

その人の障がいに合ったやり方、工夫による対応をす

るよう配慮（合理的配慮）しましょう。

※その他、車いすの利用者が段差で

困っている場合の手助けや、視覚障

がいの方に、ゆっくりと丁寧な言葉

でコミュニケーションをとるなど、

少しの心配りで「合理的配慮」はで

きます。過度な負担にならない中で、

自然な思いやりとやさしさで行動し

ましょう。

不当な差別的取扱い 合理的配慮の提供

国の行政機関・
地方公共団体

不当な差別的
取扱いが禁止
されている

障がい者に対し、合
理的配慮を行わなけ
ればなりません

民間事業者
（個人事業者・NPO

法人などの非営利
事業者も含む）

障がい者に対し、合
理的配慮を行うよう
努めなければなりま
せん
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空き家・空き地を登録
（売りたい・貸したい）

物件情報を
WEB サイトで公表

利用希望者情報の提供 利用申し込み
（買いたい・借りたい）

【情報提供】
仲介事業者がいない場
合、町内の宅建事業者
に情報提供します

【交渉・契約】
仲介事業者がいる場合
は、仲介事業者を介し
て交渉・契約を行うこ
とになります媒介契約など

【交渉・契約】
○仲介事業者がいない場合は、当事者間で

交渉・契約を行うことになります
○町は、交渉・契約には直接関与しません

※空き家などとして登録する不動産（家屋および土地）は登記されていなければなりません。

空き家・空き地を
お持ちの方で、売
買または賃貸を希
望している方

居住などのために
空き家・空き地を
探している方

宅建事業者

栗山町空き家バンク制度

　町では、人口減少および高齢化の進行とともに
増加している空き家の有効活用と移住・定住を促
進するため、「栗山町空き家バンク制度」を創設し、
8 月から「栗山町空き家バンク」公式 WEB サイト
での情報提供をスタートしました。
【問い合わせ】

　町若者定住推進室　☎ 73-7521

空き家バンク
公式WEBサイトが
スタート！

活用できる空き家をお持ちの方、空き家バン
クに登録しませんか

【空き家バンクとは…】
　空き家などの売買または賃貸を
希望する所有者から申し込みを受
けた物件の情報を登録し、ウェブ
サイトを通して、居住などのため

に、物件の利用
を希望する方へ
情報提供する仕
組み

【対象となる物件は…】
①空き家

町内にある住める状態にある
一戸建て住宅のうち、現在居
住していない住宅およびその
敷地（近く居住しなくなる予
定のものも含む）

②空き地
町内にある住宅、店舗などの
建築に適した更地（近く更地
となる予定のものも含む）

【留意事項】
■売買や賃貸を仲介する宅建事業

者がいない空き家などの登録に
あたっては、町内の宅建事業者
に登録申請のあった物件の情報
を提供

■本町の空き家バンクに登録され
た空き家などの情報は「北海道
空き家情報バンク」へ提供

物件所有者 利用希望者

【URL】
http://kuriyama-iju.
com/akiya/



議会の動き
▼
湯
地
継
立
線
道
路
改
良
工
事
の
請
負
契

約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

５
７
５
６
万
４
千
円

業　
　

者　

株
式
会
社
す
い
き
建
設

▼
新
工
業
団
地
造
成
工
事
の
請
負
契
約
に

つ
い
て

契
約
金
額　

１
億
１
７
７
２
万
円

業　
　

者　

井
沢
・
岡
山
特
定
建
設
工

　
　
　
　
　

事
共
同
企
業
体

議
　
案

平成 28 年第 6 回栗山町議会臨時会
において、次の議案が審議されま
した。　　　　　　（7月 13 日開会）

　

�

ま
ち
づ
く
り
と
は
何
か

　

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会
議
所
は

「
ま
ち
づ
く
り
」団
体
で
す
。
し
か
し
、「
ま

ち
づ
く
り
っ
て
、
何
？
」
と
聞
か
れ
て
、

そ
れ
を
具
体
的
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る

人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

あ
る
研
究
者
グ
ル
ー
プ
の
著
書
に
よ
る

と
、「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
の
は
「
都

市
計
画
」
か
ら
発
展
・
変
遷
し
て
き
た
言

葉
だ
そ
う
で
す
。
都
市
機
能
と
し
て
の
画

一
的
な
イ
ン
フ
ラ
を
計
画
的
に
整
備
し
て

き
た
「
ハ
ー
ド
」
の
時
代
か
ら
、
住
民
が

日
々
の
生
活
を
い
か
に
楽
し
く
充
実
し
た

も
の
に
し
て
い
く
か
と
い
う
「
ソ
フ
ト
」

の
時
代
に
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
す
。

　

つ
ま
り
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
、
従
来

の
都
市
計
画
の
よ
う
に
正
解
や
パ
タ
ー
ン

は
な
く
、
ま
ち
や
ひ
と
の
数
だ
け
無
数
に

存
在
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
明
確
な
定
義
は
あ

り
ま
せ
ん
。
各
人
が
住
み
や
す
く
魅
力
の

あ
る
ま
ち
に
し
た
い
と
い
う
願
い
を
持

ち
、
そ
う
し
た
願
い
を
共
有
す
る
人
々
が

知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
身
近
な
ま
ち
の
問

こ
ん
に
ち
は
！

題
や
課
題
を
解
決
し
た
り
、
新
し
い
価
値

を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
行
為
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
呼
ぶ
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
住
民
自
ら
が
地
域
の

中
か
ら
よ
り
良
い
環
境
に
つ
く
り
変
え
て

い
こ
う
と
す
る
意
志
を
も
つ
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
多
く
の
人
々
の
共
感
を
得
ら
れ
る

も
の
で
あ
れ
ば
「
ま
ち
づ
く
り
」
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会
議
所

理
事
長

　
蛯
名

　
勇
人

　

私
た
ち
栗
山
青
年
会
議
所
は
、
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
事
業
を
開
始
し
て
い
き

ま
す
。

　
「
青
少
年
育
成
事
業
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
事
業
」「
ス
ポ
ー
ツ
協
働
事
業
」。

こ
の
3
つ
の
事
業
を
柱
に「
ま
ち
づ
く
り
」

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

【
報
　
告
】

　

先
日
、
横
浜
市
で
行
わ
れ
た
「
サ
マ
ー

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
６
」
で
、
栗
山

青
年
会
議
所
か
ら
出
向
し
て
い
る
松
原
輝

和
君
も
参
加
し
た
「
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
、
２
０
０
０
人
の
来
場
者
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

春香クリスティーンらと
意見交換をする松原輝和君
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文
化
施
設
を
祝
日
開
館

し
て
ほ
し
い

　

民
間
委
託
し
た
町
公
共
施
設
を
、
祝
日

も
開
館
し
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
で
す
。
ま
た
、図
書
館
や
開
拓
記
念
館
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
１
月
５
日

ま
で
休
館
で
利
用
で
き
な
い
現
状
で
す
。

ぜ
ひ
ご
検
討
い
た
だ
き
開
館
で
き
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
で
す
。（
70
代
男
性
）

指
定
管
理
者
と
協
議

　

図
書
館
は
、
条
例
に
よ
り
毎
週
月
曜
日

の
ほ
か
祝
日
が
休
館
日
で
す
が
、
５
月
５

日
の「
子
ど
も
の
日
」と
11
月
３
日
の「
文

化
の
日
」
は
、
指
定
管
理
者
の
自
主
事
業

と
し
て
特
別
に
開
館
し
て
い
ま
す
。

　

開
拓
記
念
館
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を

含
め
た
公
共
施
設
の
年
末
年
始
の
閉
館

は
、
各
条
例
に
よ
り
12
月
31
日
か
ら
１
月

５
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
指
定
管

理
者
で
実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
項

目
を
加
え
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
結
果

を
参
考
に
指
定
管
理
者
と
協
議
し
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

で
の「
地
方
再
生
計
画
」

の
変
更
状
況
は
？

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
地
方

版
総
合
戦
略
で
明
示
し
た
も
の
に
限
ら
れ

る
と
あ
り
ま
す
。国
に
認
定
を
受
け
た「
地

方
再
生
計
画
」
の
変
更
状
況
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。（
60
代
男
性
）

支
援
企
業
の
目
途
が

立
っ
た
時
点
で
計
画
を

申
請

　

こ
の
制
度
は
、
企
業
が
地
方
公
共
団
体

の
総
合
戦
略
に
基
づ
く
取
り
組
み
に
対
し

て
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
税
制
優
遇
措
置

が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
本
社
が

所
在
す
る
地
方
公
共
団
体
以
外
へ
の
寄
附

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
が
こ
の
制
度
を
活
用
す

る
た
め
に
は
、
寄
附
活
用
事
業
の
概
要
を

ま
と
め
た
「
地
域
再
生
計
画
」
を
国
に
申

請
し
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
申
請
時
点
で
、
寄
附
を
行
う

企
業
１
社
以
上
の
見
込
み
が
立
っ
て
い
る

こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
町
は
現
時
点
で
「
地
域

再
生
計
画
」
の
認
定
は
受
け
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
取
り
組
み
を
積
極
的
に
町
外

企
業
に
Ｐ
Ｒ
し
、
支
援
企
業
の
目
途
が

立
っ
た
時
点
で
申
請
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

く

■あなたの声を しっかりキャッチ！
　1 枚のはがきが 明日のくりやまを変える！

り まや
スイボチッャキ

【問い合わせ】　町総務課 広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

皆さんからのご意見お待ちしています！

２カ月に一度、広報に折り込ま

れる専用はがきを切り取って、

必要事項を記入してポストに

投函。（切手不要）

①広報折り込みの専用はがきで！

はがきをそのまま、またはお好

きな用紙に必要事項を記入し

て、「72-3179」に送信。

②ＦＡＸで！

下記アドレスから
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/

EntryForm?id=SfQnm4ig

または町ホームページトップ画

面の注目情報（画面右側）から

専用フォームにアクセス。

③ホームページ専用フォームで！

※
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

出
身
地
に
限
ら
ず
、
気
に
入
っ
た
自

治
体
を
寄
附
で
応
援
で
き
る
制
度
。

寄
附
を
す
れ
ば
主
に
住
民
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。



新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊です

こんにちは！ 町史編さん室です

を
発
掘
し
、
発
信
し
て
い
く
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
人
材
育
成
事
業
を
行
う

予
定
で
、
若
者
・
子
育
て
世
代
の
方
た

ち
が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
を
目
的
と

す
る
、
空
き
家
を
改
修
し
た
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
（
協
働
す
る
場
所
）
を

作
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

栗
山
町
は
、
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
取

り
組
み
や
旧
雨
煙
別
小
学
校
な
ど
、
町

の
資
源
や
歴
史
を
次
世
代
に
残
し
て
い

こ
う
と
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が

と
て
も
魅
力
的
に
感
じ
ま
す
。

　

町
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
な
が
ら
、
楽

し
ん
で
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ど
こ
か
で
見
か
け
た
と
き
は
お
声
が

け
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
月
は
、

小こ

ば

ま

つ

葉
松
真ま

り里
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

帯
広
市
出
身
で
現
在
26
歳
。
生
粋
の

道
産
子
で
す
。
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
や
、

読
書
（
歴
史
も
の
が
好
き
）、
体
を
動

か
す
こ
と
で
す
。（
早
朝
、
ハ
サ
ン
ベ

ツ
里
山
や
御
大
師
山
を
散
歩
し
て
い
る

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
人
が
い
た
ら
私

で
す
）

　

現
在
は
、
若
者
定
住
推
進
室
で
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
の
魅
力

　

皆
さ
ん
は
６
月
に
開
拓
記
念
館
で
開

催
さ
れ
た
「
栗
山
古
地
図
」
展
を
ご
覧

に
な
り
ま
し
た
か
。
私
た
ち
も
、
資
料

確
認
と
と
も
に
推
進
員
全
員
で
見
学
し

ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
、
吉
田
初
三
郎
作
「
栗
山

町
鳥ち

ょ
う
か
ん瞰

図
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
吉
田
氏
の
「
鳥
の
眼
と
広
角
魚
の

眼
」
は
、
多
視
点
画
法
で
色
鮮
や
か
に

栗
山
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
編
さ
ん
推
進
員
会
議
の
中

で
「
虫
の
眼
」
で
風
土
や
史
資
料
を
見

て
全
体
構
想
を
考
え
て
い
く
、
過
去
に

発
行
さ
れ
た
新
聞
か
ら
「
栗
山
」
に
関

す
る
記
事
、
関
係
機
関
所
蔵
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
な
ど
か
ら
町
内
資
料
を
「
魚う

お

の
眼
」
で
検
索
し
、
発
行
さ
れ
て
い
る

町
史
・
部
落
史
を
「
鵜う

・
鷹た

か

の
眼
」
で

探
る
編
さ
ん
推
進
員
も
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
眼
」
を
持
っ

て
、
４
月
か
ら
会
議
や
施
設
・
地
域
の

確
認
、
貴
重
な
体
験
談
な
ど
を
、
多
く

の
方
か
ら
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

カ
メ
レ
オ
ン
の
左
右
の
「
眼
」
は
独

立
し
て
動
き
ま
す
。
一
つ
の
「
眼
」
は

そ
っ
ぽ
を
向
き
、
別
の
「
眼
」
は
ち
ゃ

ん
と
前
を
向
い
て
い
る
の
で
す
。
左
右

完
全
に
独
立
し
て
反
対
方
向
に
ぐ
る
ぐ

町
民
の
皆
さ
ん
の
真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
魅
力
的

編
さ
ん
推
進
員
の
「
眼
」
の
は
な
し

VOL.2

No.2

る
回
る
と
経
済
学
者
の
内
田
義
彦
氏
が

「
全
体
を
見
る
眼
、
一
点
を
凝
視
す
る

眼
」
と
い
う
文
章
に
書
い
て
い
る
ほ
ど

で
す
。
ま
た
、
い
つ
も
全
体
を
見
据
え

る
「
眼
」
を
持
っ
て
史
資
料
な
ど
に
あ

た
る
使
命
を
説
く
歴
史
学
者
の
大
濱
徹

也
氏
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

編
さ
ん
推
進
員
そ
れ
ぞ
れ
の
「
眼
」

で
、「
人
・
自
然
・
文
化
・
産
業
の
つ

な
が
り
を
創
る
栗
山
」
を
見
据
え
て
、

町
史
編
さ
ん
の
作
業
を
継
続
し
た
い
と

思
う
昨
今
で
す
。（
阿
部
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

吉田初三郎作「栗山町鳥瞰図」
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第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
7
月
10
日
に

行
わ
れ
、
有
権
者
１
０
７
８
９
人
の
62
・

67
％
に
あ
た
る
６
７
６
２
人
が
大
事
な
一

票
を
投
じ
ま
し
た
。

　

投
票
率
は
、
前
回
の
参
議
院
選
挙
よ
り

も
３
・
14
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
60
％
台
を

確
保
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
23
日
か
ら
７
月
９
日
ま
で

行
わ
れ
た
期
日
前
投
票
は
１
８
８
０
票

で
、
前
回
か
ら
４
・
64
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

期
日
前
投
票
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
は
選
挙
権
年
齢
が
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
て
初
め
て
の
選
挙
で
し

た
が
、
本
町
の
18
歳
か
ら
19
歳
ま
で
の
投

票
率
は
49
・
01
％
で
し
た
。
全
国
平
均
は

投票場所 有権者数 投票者数 投票率

スポーツセンター 3,045 票 1,245 票 40.89％
総合福祉センター 2,656 票 1,232 票 46.39％
くりやまカルチャープラザ 2,042 票 905 票 44.32％
雨煙別公民館 381 票 161 票 42.26％
農村環境改善センター 1,262 票 631 票 50.00％
南部公民館 1,231 票 613 票 49.80％
円山地域文化センター 172 票 95 票 55.23％
期日前投票 　－ 票 1,880 票 17.43％
投票合計 10,789 票 6,762 票 62.67％
前　　回 11,061 票 6,585 票 59.53％

●栗山町投票所別投票状況

候補者名 党　派
得票数

栗山町 全道総数

かきき克弘 自 由 民 主 党 1,693 票 482,688 票

はちろ吉雄 民 進 党 1,157 票 491,129 票

長谷川　岳 自 由 民 主 党 1,132 票 648,269 票

水越　寛陽 無 所 属 43 票 12,944 票

佐藤　和夫 日本のこころを
大切にする党 75 票 34,092 票

徳永　エリ 民 進 党 1,567 票 559,996 票

森　つねと 日 本 共 産 党 639 票 239,564 票

森山よしのり 幸 福 実 現 党 89 票 21,006 票

中村　　治 支持政党なし 59 票 29,072 票

飯田　佳宏 無 所 属 73 票 26,686 票

●選挙区開票状況 有効：6,527 票、無効：235 票

政党等の名称
栗山町

得票数 得票率

社 会 民 主 党 77.800 票 1.20％

国 民 怒 り の 党 49.054 票 0.76％

おおさか維新の会 190.136 票 2.94％

公 明 党 1,048.583 票 16.23％

日 本 共 産 党 650.349 票 10.06％

幸 福 実 現 党 71.000 票 1.10％

自 由 民 主 党 2,062.196 票 31.91％

新 党 改 革 52.333 票 0.81％

日本のこころを
大 切 に す る 党 78.000 票 1.21％

生活の党と山本太郎と
な か ま た ち 89.000 票 1.38％

民 進 党 2,024.545 票 31.33％

支 持 政 党 な し 69.000 票 1.07％

●比例代表開票状況

※名簿記載者の得票総数を加算した得票総数（記載順序は届け出順）
　按分による小数点第 3位まで記載

栗山町の投票率

％62.67

45
・
45
％
（
総
務
省
抽
出
調
査
に
よ
る
選

挙
区
投
票
率
）
で
あ
り
、
本
町
で
行
っ
た

介
護
福
祉
学
校
で
の
模
擬
投
票
や
栗
山
高

校
で
の
周
知
活
動
の
効
果
も
あ
り
、
若
年

層
の
関
心
の
高
さ
を
示
す
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

町
全
体
の
投
票
状
況
お
よ
び
各
選
挙
の

開
票
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。


